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井上邨戸長役場の看板 
尾崎 泰弘 

 

 この「埼玉県高麗郡井上邨戸長役場」と書かれた看板(民具№2882）は、たて 121.0 センチ、幅が 23.5

センチ、厚さ 3.5 センチあり、檜の 1 枚板でできています。 

 戸長役場とは、明治 11(1878)年 7 月から同 17 年 7 月までの町村役場のこ

とで、戸長は町村民による選挙で選ばれました。その立場は町村の行政運営

を行う、政府の役人機構の末端にあると同時に、地域住民の代表者でもあり

ました。この時期の戸長役場は、多くが戸長の自宅が宛てられて、公私が完

全に分離されていない状態でした。井上村の戸長は井上六郎左衛門で、明治

12 年 7 月 12 日に任命されていますが、その役場も井上 8 番地にあった井上

宅に置かれました。明治 16 年の井上村「村内各戸坪数取調帳」（東吾野村文

書№192)によりますと、その広さは間口 13 間、奥行 5 間の 65 坪(214 平方メ

ートル、約 15 メートル四方に相当）と村内 2 番目の大きさで、このうち 15

坪（49.5 平方メートル）が戸長役場として使われました。この看板は明治 12

年から 5 年間そこに掛けられていたことになります。 

 明治 17 年に戸長管轄区域を平均 5 町村、500 戸を標準として拡大する法改

正が行われ、町村の区域はそのままに、数町村を組み合わせた区域に 1 つの

戸長役場を置くこととしました。これを連合戸長役場といいます。井上村周

辺では、白子、虎秀、平戸、井上、長沢の 5 つの村が連合して、虎秀村に戸

長役場を置きました。連合戸長には井上村戸長の井上六郎左衛門が就任しま

したが、役場は井上の家ではなく、虎秀村の加藤友之助宅となりました。明

治政府は、戸長の私宅と役場が兼用となっていた状態を改め、公私を分化

し、「お上の役場」の性格を明示するために、別の建物を戸長役場とするよう

命じたためと考えられます。虎秀村連合は、五ヶ村で 363 戸、2,005 人でし

た。 

 井上は明治 19 年 4 月 13 日に連合戸長を辞任し、同月 20 日に同じ井上村

の小林拾三が就任しました。時期は不明ですが、連合戸長役場も、虎秀村か

ら井上村西組にあった小林拾三の家の長屋門に移りました。拾三の居宅は間

口 14 間、奥行き 6 間半の 91 坪で井上村では最も大きい屋敷でした。 
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